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会員数640人（2007年7月1日現在） 

先般、中国（西安）に旅行した時の写真です。紀元前２００
年以上前（日本では縄文式時代）に中国では既にこの様
な文化と人の営みがあった事は、中国の文化の深さと歴
史を改めて認識しました。 
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最
近
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
経
済
格
差

問
題
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

ま
た
情
報
格
差
な
ど
と
い
う
言
葉
も

耳
に
す
る
。
有
難
い
こ
と
に
我
々
世

代
は
総
中
流
（
意
識
）
と
言
わ
れ
、

定
年
後
も
安
定
し
た
生
活
が
で
き
、

感
謝
！
▼
情
報
と
言
う
事
で
は
、
私

な
ど
も
パ
ソ
コ
ン
が
手
放
せ
な
く
な
っ

た
。
松
九
会
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で

も
頻
繁
に
講
習
会
を
開
催
さ
れ
て
お

り
興
味
の
あ
る
講
座
の
時
に
は
出
席

し
て
い
る
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

進
ん
で
る
と
思
っ
た
こ
と
は
、
北
米

西
海
岸
へ
2
週
間
ほ
ど
旅
行
す
る
計

画
が
あ
っ
た
の
で
、
旅
行
会
社
に
頼

ま
ず
に
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
出
来
る

か
ト
ラ
イ
し
て
み
た
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
、
米
国
の
航
空
会
社
、
ホ
テ

ル
、
鉄
道
会
社
、
ツ
ア
ー
会
社
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
、
予
約
コ
ー

ナ
ー
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
と
直
ぐ
に

メ
ー
ル
で
予
約
状
況
と
電
子
チ
ケ
ッ

ト
が
送
信
さ
れ
て
く
る
。
チ
ケ
ッ
ト

を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
現
地
の
窓

口
で
呈
示
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
事
で
、

無
事
旅
行
が
で
き
た
。
リ
ス
ク
も
あ

る
と
思
う
が
海
外
旅
行
も
簡
単
に
出

来
る
も
の
だ
な
と
感
心
し
た
▼
入
社

後
20
年
弱
オ
ー
デ
ィ
オ
の
設
計
を
し

て
い
た
が
、
そ
の
当
時
な
か
な
か
手

に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
数
百
万

円
は
す
る
測
定
解
析
機
材
（
ソ
フ
ト
）

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

も
驚
い
た
▼
自
分
が
知
り
た
い
こ
と

を
、
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
す
ば
や
く
調
べ
る
こ
と
が
可
能

な
世
の
中
だ
と
、
感
心
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
司
一
紘
）
 

　
さ
る
4
月
26
日
に
行
わ
れ
た
松
九

会
定
期
総
会
を
受
け
て
、
地
区
総
会

が
開
催
さ
れ
、
議
案
書
に
基
づ
き
18

年
度
の
活
動
・
決
算
報
告
と
19
年
度

の
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
・
確
認
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
地
区
独
自
の

活
動
計
画
等
の
提
案
・
説
明
が
あ
り
、

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
 

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
懇
親
会
な
ど

が
行
わ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
た
。
 

            　
昨
年
12
月
の
懇
親
会
の
会
計
報
告

と
幹
事
か
ら
19
年
度
地
区
活
動
計
画

を
説
明
。
そ
の
後
審
議
に
入
る
。
 

1
．
地
域
単
独
で
同
好
会
を
立
ち
上

　
　
げ
る
。
　
 

2
．
会
員
資
格
者
へ
の
加
入
勧
誘
。
 

3
．
懇
親
会
を
年
3
回
、
内
1
回
は

　
　
事
業
部
責
任
者
、
組
合
幹
部
と

　
　
の
交
流
。
 

4
．
ゴ
ル
フ
大
会
を
年
6
回
、
内
1

　
　
回
は
他
地
区
と
の
交
流
。
 

5
．
釣
大
会
年
3
回
。
 

を
決
め
、
次
の
委
員
を
選
出
し
た
。

●
レ
ポ
ー
タ
ー
に
中
川
祥
次
さ
ん
。

●
ゴ
ル
フ
に
世
利
良
雄
さ
ん
。
 

●
魚
釣
り
に
吉
野
則
康
さ
ん
。
 

●
会
計
係
に
広
田
信
一
さ
ん
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深
江
良
輔
）
 

  　
羽
根
幹
事
よ
り
地
区
活
動
へ
の
支

援
感
謝
が
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
で
総
会

内
容
説
明
。
会
員
の
増
加
対
応
の
た

め
地
区
活
動
推
進
者
と
し
て
、
 

●
地
区
委
員
に
小
林
正
勝
さ
ん
。
 

●
パ
ソ
コ
ン
交
流
会
に
樋
口
靖
則
さ

　
ん
を
選
出
し
た
。
 

新
会
員
の
紹
介
後
、
懇
親
会
で
は
高

岡
誠
一
さ
ん
の
手
作
り
逸
品
「
竹
細

工
の
一
輪
挿
し
」
な
ど
十
数
点
の
提

供
が
あ
り
、
全
員
手
製
の
紙
飛
行
機

で
争
奪
戦
を
行
い
、
拍
手
・
歓
声
で

童
心
に
か
え
り
、
元
気
な
再
会
を
祈

念
し
閉
会
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
嶋
克
彦
）
 

             　
西
地
区
物
故
者
へ
黙
祷
・
新
会
員

の
自
己
紹
介
に
続
き
、
総
会
報
告
と

06
年
度
の
活
動
報
告
・
07
年
度
計
画

を
発
表
。
活
発
な
意
見
交
換
を
行
な

い
、
9
月
に
『
相
続
問
題
を
考
え
る
』

研
修
会
と
『
年
末
懇
親
会
』
を
中
心

に
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
 

　
　
　
　
（
宮
尾
重
治
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

           　
総
会
報
告
の
後
、
会
費
納
入
方
法

の
変
更
、
会
員
バ
ッ
ジ
に
変
わ
る
会

員
カ
ー
ド
の
発
行
、
連
絡
網
の
改
定
、

地
区
行
事
の
進
め
方
、
運
営
等
に
つ

い
て
も
真
剣
に
討
議
さ
れ
た
。
ま
た

新
入
会
員
の
紹
介
後
、
「
パ
ナ
ホ
ー

ム
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
制
度
」
の
説
明

も
頂
き
、
関
係
会
社
へ
の
協
力
も
大

事
な
使
命
と
認
識
し
皆
さ
ん
に
積
極

的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
（
長
田
義
則
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

             　
宮
崎
地
区
活
動
報
告
、
会
計
報
告

と
19
年
度
方
針
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
特
に
本
年
度
は
会
員
数
が
50
名
を

越
え
た
こ
と
も
あ
り
、
同
好
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
区
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
に
よ
り
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
鹿
児
島
地
区
と
の
交
流
会

や
、
会
社
幹
部
、
組
合
幹
部
と
の
懇

親
会
を
思
い
出
に
残
る
内
容
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
村
実
）
 

           

坂井　　さん（福岡／西地区） 

「写真」　兵馬傭（始皇帝） 

Gallery



自宅にて 

取材先の 
ロイヤルホスト前で 

事務局長お勤め 
ご苦労さんでした 

              　
総
会
報
告
、
新
入
会
員
・
新
世
話

役
の
紹
介
、
昼
食
懇
談
会
、
お
互
い

の
近
況
報
告
、
記
念
写
真
撮
影
等
を

行
っ
た
後
、
 

①
パ
ナ
ホ
ー
ム
か
ら
住
宅
の
新
築
、

　
改
築
に
関
す
る
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
制

　
度
の
説
明
。
 

②
羽
田
野
会
員
か
ら
地
雷
除
去
の
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報
告
と
協
力

　
要
請
が
あ
り
閉
会
し
た
。
 

　
　
　
　
（
大
神
弘
道
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

            　
本
年
度
活
動
方
針
の
報
告
の
後
、

10
周
年
記
念
展
示
会
・
講
演
会
の
映

像
記
録
を
視
聴
。
そ
の
あ
と
昨
年
の

地
区
行
事
の
結
果
報
告
が
あ
り
、
本

年
度
計
画
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
 

　
特
に
本
年
度
は
地
区
行
事
の
充
実
、

生
涯
学
習
へ
の
積
極
参
加
な
ど
を
確

認
し
合
い
、
9
月
18
日
「
柳
川
の
川

下
り
と
う
な
ぎ
を
賞
味
す
る
会
」、

12
月
14
日
の
「
年
末
懇
親
会
」
が
決

定
さ
れ
た
。
 

　
　
　
　
（
古
賀
浩
之
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

             　
総
会
報
告
、
鹿
児
島
地
区
の
06
年

度
経
過
報
告
・
会
計
報
告
が
行
わ
れ

た
。
07
年
度
の
活
動
計
画
に
対
し
そ

れ
ぞ
れ
担
当
者
を
決
め
て
企
画
・
実

施
す
る
事
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

今
後
さ
ら
に
会
員
の
積
極
的
な
参
加

に
よ
り
、
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
た
。
 

　
今
回
は
パ
ナ
ホ
ー
ム
の
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
制
度
、
会
員
カ
ー
ド
発
行
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
の
説
明
報
告

が
あ
り
、
す
べ
て
の
内
容
に
参
加
者

全
員
が
承
認
さ
れ
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
田
栄
次
）
 

  　
三
浦
会
員
の
司
会
で
、
10
周
年
記

念
行
事
の
協
力
に
感
謝
の
挨
拶
。
定

期
総
会
の
内
容
は
福
田
幹
事
と
杉
谷

地
区
委
員
が
説
明
さ
れ
た
。
 

　
本
年
よ
り
設
置
の
「
生
涯
学
習
コ
ー

ナ
ー
」
に
関
し
て
、
藤
井
会
員
よ
り

補
足
の
説
明
が
あ
っ
た
。
 

　
19
年
度
の
地
区
活
動
は
、
7
月
に

「
ザ
・
山
笠
と
寺
社
め
ぐ
り
」
、
12

月
に
太
宰
府
国
立
博
物
館
見
学
と
忘

年
会
の
予
定
が
福
田
幹
事
よ
り
報
告

さ
れ
、
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

　
議
事
修
了
後
は
パ
ナ
ホ
ー
ム
か
ら

の
Ｐ
Ｒ
に
続
き
住
友
信
託
財
務
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
「
知
っ
て
お
き
た

い
相
続
の
心
構
え
…
円
満
円
滑
な
遺

産
相
続
の
た
め
に
…
」
と
い
う
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
„
我
家
の
遺
産
相
続
も
揉
め
る
事

を
理
解
す
る
“
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
、
有
意
義
な
話
で
あ
り
、
会

員
の
皆
さ
ん
に
も
非
常
に
好
評
で
し

た
。
 

　
　
　
　
　
（
小
野
雄
史
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

             　
参
加
者
全
員
で
の
昼
食
は
10
数
年

振
り
再
会
の
倉
内
大
先
輩
や
„
こ
れ

か
ら
仲
間
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
“
と

い
う
新
入
会
員
等
で
話
が
弾
み
、
仕

出
し
弁
当
が
こ
と
の
外
美
味
し
い
昼

食
会
と
な
っ
た
。
 

　
総
会
は
主
税
先
輩
へ
の
ご
冥
福
・

黙
祷
の
後
、
瀬
戸
口
幹
事
よ
り
報
告

と
北
東
地
区
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。
 

　
本
年
度
の
活
動
に
際
し
「
北
東
地

区
も
74
名
の
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
健
康
で
楽

し
く
、
有
意
義
な
日
々
を
過
ご
す
た

め
情
報
を
交
換
し
、
地
区
活
動
を
通

じ
て
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
挨
拶
の
後
、
07
年
度
の
計
画
を

決
め
、
次
回
の
再
会
を
楽
し
み
に
終

了
し
た
。
 

●
10
月
11
日
（
木
）
能
古
島
散
策
 

　
潮
騒
の
海
と
花
め
ぐ
り
…
 

●
12
月
6
日
（
木
）
忘
年
会
 

　
時
に
は
酒
も
飲
み
交
わ
そ
う
…
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
武
征
）
 

               　
定
年
退
職
後
、
健
康
に
留
意
し
な

が
ら
好
き
な
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
は
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い

た
囲
碁
を
地
域
で
習
い
、
余
っ
た
時

間
を
阿
蘇
・
九
重
方
面
に
遊
び
を
兼

ね
、
健
康
に
良
い
水
を
求
め
て
小
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

           

            　
定
年
四
年
目
を
迎
え
た
森
崎
さ
ん

が
公
私
共
に
「
き
ら
り
」
と
し
て
い

る
。
現
役
時
代
の
経
験
（
キ
ャ
リ
ア
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
）
を
生
か
し
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
再
就
職
さ
れ
、
職

員
が
聞
き
に
来
る
ベ
テ
ラ
ン
ぶ
り
を

発
揮
し
た
。
今
年
３
月
で
退
職
。
そ

の
後
は
九
州
観
光
マ
ス
タ
ー
と
し
て

地
域
振
興
に
貢
献
。
更
に
サ
ー
ビ
ス

ケ
ア
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
資
格
を
取

り
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
の
お
世
話

を
目
指
す
。
こ
の
時
知
り
合
っ
た
グ

ル
ー
プ
と
の
交
流
で
活
動
範
囲
を
拡

大
し
て
い
る
。
ま
た
、
森
崎
さ
ん
が

鹿
屋
航
空
基
地
を
訪
れ
た
時
に
空
母

加
賀
の
艦
上
で
真
珠
湾
攻
撃
直
前
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
集
合
写
真
の
中
に
父
の

姿
を
発
見
し
た
と
の
話
を
聞
い
て
感

動
し
た
。
 

　
　
　
　
（
西
川
有
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

          　
Ｈ
17
年
秋
よ
り
本
年
4
月
末
ま
で

宗
像
市
日
の
里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
日
の
里
地
区
は
5,
4
2
0
世
帯
、

住
人
1
3,
1
0
0
人
、
小
学
校
2
校
、

中
学
校
1
校
の
大
き
な
地
区
で
す
。
 

　
毎
日
朝
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、

週
6
日
（
月
曜
日
が
休
館
日
で
休
み
）

勤
務
の
常
勤
。
行
事
、
課
題
、
対
応
、

納
期
に
付
い
て
、
Ｐ-

Ｄ-

Ｃ-

Ａ
の
サ

イ
ク
ル
を
廻
し
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
地
区
の
人
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

安
全
で
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
は
お

互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
交
流
を
通
じ

て
造
ら
れ
て
行
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
場
を
提
供

し
活
発
化
さ
せ
て
行
く
の
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の

お
世
話
役
の
大
変
さ
を
充
分
に
知
り

ま
し
た
と
の
こ
と
。
 

　
こ
れ
か
ら
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
薬
草

教
室
と
陶
芸
教
室
で
楽
し
み
、
さ
ら

に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
て
、
日
の
里
地
区
の
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
に
参
画
し
て
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
（
山
本
武
征
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

      　
本
年
度
第
2
回
コ
ン
ペ
を
4
月
20

日
新
緑
の
鹿
北
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
山

鹿
市
）
で
14
名
の
参
加
で
実
施
。
 

　
当
日
は
素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、

新
旧
会
員
混
ざ
り
合
っ
て
和
気
藹
々

の
内
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
コ
ー
ス
は
山
岳
コ
ー
ス
、
更
に
は

狭
い
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
あ
り
の
難
コ
ー

ス
で
し
た
が
、
岡
田
昇
さ
ん
が
見
事

優
勝
、
準
優
勝
に
は
深
江
良
輔
さ
ん
 

森
崎
英
昭
さ
ん
　
福
岡
／
南
東
地
区
 

き
ら
り
 

き
ら
り
 

仕
事
と
父
を
語
る
 

内
藤
千
亀
美
さ
ん
　
福
岡
／
北
東
地
区
 

地
域
で
頑
張
っ
て
ま
す
 

大
分
 5
月
24
日
 

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
 

鹿
児
島
 5
月
26
日
 

伊
集
院
町
　
十
八
番
館
 

南
東
 5
月
25
日
 

P
C
C
　
春
日
寮
 

福岡 

北
東
 6
月
7
日
 

P
C
C
 
春
日
寮
 

福岡 

中
 5
月
29
日
 

P
C
C
　
春
日
寮
 

福岡 

地
区
だ
よ
り
 

松
熊
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
地
区
 

松
熊
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
地
区
 

短
信
 

萩
尾
智
成
さ
ん
　
福
岡
／
南
東
地
区
 



歩
こ
う
会
 

吉野ヶ里歴史公園にて 

チームメンバー　前列右から 
３番目が木村さん、後列右端が大賀さん 

ゴ
ル
フ
 

▲記念写真(集合写真)

パ
ソ
コ
ン
 

好
 
好
 会
 
会
 活
 
活
 動
 
動
 

同
 
同
 

受講風景 

背振山頂ドーム前で 

が
輝
き
ま
し
た
。
 

　
ご
両
者
と
も
「
歳
は
取
れ
ど
も
ま

だ
ま
だ
若
い
会
員
に
は
負
け
ら
れ
な
い
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
さ
れ
る
姿

は
若
い
会
員
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
 

　
お
互
い
健
康
に
留
意
し
次
回
の
ゴ

ル
フ
大
会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
（
高
藤
宣
夫
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

                 　
大
分
地
区
の
木
村
峻
さ
ん
と
大
賀

真
造
さ
ん
は
「
大
分
西
高
シ
ル
バ
ー
」

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
定
期
的
に
お
こ

な
う
練
習
と
地
区
の
対
外
試
合
で
還

暦
の
年
を
忘
れ
さ
せ
る
活
躍
ぶ
り
で
、

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
は

高
校
野
球
球
児
そ
の
も
の
で
す
。
 

　
昨
年
の
四
国
「
環
瀬
戸
内
海
還
暦

軟
式
野
球
大
会
」
参
加
に
続
い
て
、

今
年
5
月
26
日
か
ら
3
日
間
、
京
都

府
で
開
催
さ
れ
た
「
西
日
本
還
暦
軟

式
野
球
大
会
」
に
全
35
チ
ー
ム
中
、

大
分
か
ら
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。
 

　
今
年
も
あ
ら
た
に
還
暦
を
迎
え
た

松
九
会
大
分
地
区
会
員
の
数
名
が
チ
ー

ム
に
参
加
予
定
だ
そ
う
で
す
。
 

　
　
　
　
　
（
大
神
弘
道
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

              　
6
月
10
日
、
5
ヶ
月
ぶ
り
に
11
名

が
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ー
リ
ン
グ
場
に

集
結
、
マ
イ
ボ
ー
ル
組
も
い
て
3
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
当
日
の
賞
品
は
地
区
委
員
の
大
竹

さ
ん
が
得
意
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆

使
し
て
（
？
）
か
き
集
め
た
も
の
。

久
し
ぶ
り
の
ゲ
ー
ム
に
準
備
運
動
も

念
入
り
に
。
 

          　
い
よ
い
よ
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
、
い

き
な
り
ス
ト
ラ
イ
ク
を
連
発
す
る
者
、

ガ
ー
タ
ー
を
走
り
続
け
る
ボ
ー
ル
を

投
げ
る
者
や
フ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
駆
使

し
て
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
を
狙
う
者
な
ど
、

拍
手
と
爆
笑
の
連
続
の
楽
し
い
プ
レ
ー

で
日
頃
の
運
動
不
足
も
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ハ
イ
ゲ
ー
ム
は

ス
ト
ラ
イ
ク
４
連
続
の
松
本
さ
ん
の

2
0
0
点
、
ロ
ー
ゲ
ー
ム
は
○
○
さ

ん
の
85
点
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後

に
は
う
っ
す
ら
と
汗
ば
む
ほ
ど
の
運

動
量
、
次
回
の
参
加
を
楽
し
み
に
解

散
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
村
実
）
 

                　
5
月
30
日
、
吉
野
ヶ
里
の
東
背
振

農
協
に
集
合
。
帰
路
の
椎
原
峠
に
車

を
1
台
置
き
、
背
振
山
頂
駐
車
場
で

22
名
が
合
流
。
山
頂
か
ら
の
展
望
は

黄
砂
で
視
界
が
悪
か
っ
た
が
目
的
地

の
一
つ
鬼
ヶ
鼻
岩
は
く
っ
き
り
見
え
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
自
然
歩
道
を
展
望

台
へ
。
山
頂
一
帯
の
照
葉
樹
林
は
ひ

と
き
わ
美
し
く
山
頂
の
ド
ー
ム
が
間

近
に
見
え
、
木
陰
を
暫
く
歩
き
唐
人

舞
で
小
休
止
、
そ
の
少
し
先
で
昼
食
。

休
憩
後
は
椎
原
峠
を
経
て
鬼
ヶ
鼻
岩
へ
。

こ
こ
で
は
岩
場
で
腹
這
い
に
な
り
絶

壁
を
覗
き
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
た
。
 

　
帰
路
は
井
手
野
で
迎
え
の
車
と
合
流
、

締
め
は
「
東
脊
振
・
さ
ざ
ん
か
の
湯
」

で
汗
を
流
し
た
。
今
回
は
、
背
振
山

か
ら
井
手
野
ま
で
4.5 
km
の
九
州
自
然

歩
道
を
心
地
よ
い
初
夏
の
風
と
新
緑

を
満
喫
し
た
里
山
歩
き
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
正
勝
）
 

     　
5
月
22
日
、
本
年
度
最
初
の
セ
ミ

ナ
ー
を
福
永
会
員
を
講
師
に
粕
屋
町

「
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
」
に
22
名
が

参
加
し
て
実
施
。
 

　
近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日
常
生

活
に
は
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
れ
に
応
え

よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
遠
く
四

国
か
ら
高
橋
会
員
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
内
容
は
「
ち
ょ
っ
と
役
立
つ
パ
ソ

コ
ン
操
作
」
と
い
う
こ
と
で
、
迷
惑

メ
ー
ル
対
策
や
複
数
の
人
へ
の
同
時

送
信
、
及
び
大
量
の
写
真
を
送
る
方

法
や
松
九
会
Ｈ
Ｐ
の
「
お
役
立
ち
情

報
」
か
ら
の
地
図
検
索
、
鉄
道
、
航

空
の
経
路
・
運
賃
の
検
索
や
J
Ｒ
の

乗
り
換
え
等
日
常
生
活
に
有
益
な
利

用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
こ
の
幅
広
い
お
役
立
ち
情
報
を
十

分
に
活
用
す
れ
ば
趣
味
と
実
益
を
兼

ね
た
楽
し
い
生
活
が
得
ら
れ
る
こ
と

だ
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梶
山
英
明
）
 

               

                    　
6
月
5
日
、
福
岡
市
天
神
日
銀
前

に
57
名
が
集
合
、
貸
切
バ
ス
に
て
鳥

栖
市
ま
で
直
行
。
 

　
早
速
、
江
戸
時
代
の
長
崎
街
道
「
轟

木
宿
〜
中
原
宿
〜
神
埼
宿
」
の
間
に

あ
る
、
一
里
塚
や
宿
場
・
神
社
仏
閣

を
探
訪
し
ま
し
た
。
 

　
午
後
は
「
弥
生
人
の
声
が
聞
こ
え

る
！
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
」
を
訪
ね
、

総
延
長
2.5 
km
に
も
及
ぶ
外
環
壕
に
囲

ま
れ
た
環
壕
集
落
内
の
復
元
建
物
の

数
々
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
親
子
二
代
に
わ
た
り
吉

野
ヶ
里
遺
跡
の
発
掘
保
存
に
人
生
の

全
て
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
、
佐
賀
県

文
化
財
課
の
七
田
忠
昭
さ
ん
よ
り
、

弥
生
時
代
の
北
部
九
州
と
中
国
・
朝

鮮
と
の
国
際
情
勢
の
説
明
と
現
在
で

も
続
け
ら
れ
て
い
る
「
か
め
棺
墓
地
」

の
発
掘
調
査
現
場
の
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
遺
跡
が
わ
が
国
の
国
策
と
し

て
未
来
永
劫
保
存
さ
れ
る
よ
う
、
我
々

も
協
力
し
な
け
れ
ば
と
心
に
誓
っ
た
 

次
第
で
す
。
歩
行
距
離
7
km
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

野
田
弘
信
）
 

   　
本
年
度
第
2
回
福
岡
地
区
の
コ
ン

ペ
は
5
月
31
日
佐
賀
の
北
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
。
心
配
さ
れ
た

天
気
も
持
ち
直
し
日
も
差
す
好
天
気
、

新
緑
の
青
々
と
し
た
気
持
ち
良
い
景

観
の
コ
ー
ス
に
13
組
51
名
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
 

　
天
気
晴
朗
な
れ
ど
風
強
し
？
の
強

風
と
戦
略
性
の
高
い
コ
ー
ス
に
悪
戦

苦
闘
で
し
た
が
、
実
力
者
が
ネ
ッ
ト

ア
ン
ダ
ー
パ
ー
を
記
録
。
 

　
少
な
い
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
の
中
、
優

勝
は
見
事
5
ア
ン
ダ
ー
で
古
岡
さ
ん

が
獲
得
。
 

　
表
彰
式
で
は
北
山
カ
ン
ト
リ
ー
よ

り
沢
山
の
景
品
を
協
賛
頂
き
、
多
く

の
人
が
賞
品
を
手
に
さ
れ
和
や
か
な

中
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
通
り
 

優
　
勝
：
古
岡
利
彦
　
　
　
 

準
優
勝
：
平
野
政
義
　
　
　
 

3
　
位
：
川
村
敬
二
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
取
修
弌
）
 

 

記念写真 

入賞者写真 

▲
 

健
康
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
地
区
 

健
康
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
地
区
 

第
14
回
里
山
歩
き
 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
地
区
 

第
14
回
里
山
歩
き
 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
地
区
 

軟
式
野
球
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
地
区
 

軟
式
野
球
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
地
区
 

元気でプレー 



●
サ
マ
ー
パ
ー
テ
ィ
開
催
ご
案
内
 

●
シ
ネ
マ
講
座
ご
案
内
 

実
施
日
…
7
月
2
5
日（
水
） 

時
　
間
…
午
後
1
時
30
分（
現
地
集
合
） 

会
　
費
…
4,
３
０
０
円
 

会
　
場
…
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
 

「
詳
細
は
同
封
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。」 

実
施
日
…
7
月
1
8
日（
水
） 

場
　
所
…
春
日
寮
 

時
　
間
…
午
後
1
時
30
分
 

タ
イ
ト
ル
…「
ア
バ
ウ
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」 

費
　
用
…
３
０
０
円
／
１
名
 

「
詳
細
は
添
付
資
料
を
参
考
ね
が
い
ま
す
。」 

「
再
就
職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
斡
旋
と
支

援
」に
際
し
、申
込
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

務
局
に
申
し
出
下
さ
い
。メ
ー
ル
又
は
F
a
x

で
用
紙
を
送
り
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

お
知
ら
せ
 

お
知
ら
せ
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

各クラブの行事情報 

クラブ名 連絡先 予定行事 

★は里山登りの登山教室 
年間スケジュールは「松九会」ホームページでも見れます。 

クラブ員でない方でも参加は可能です。各クラブの世話役に事前に 
ご相談されれば詳細も分かります。 

ゴルフ 

登山 

歩こう会 

テニス 

9/6  　 大和不動CC

9/8～9
　大箆柄岳・紫尾山／鹿児島 

7/7　★笠置山／福岡飯塚 
7/21～  立山・大日岳／富山 
8/4   ★花牟礼山／大分 

8/7　　唐津街道（パート2） 
　　　　を歩く（浜崎～唐津） 
　　　　と「高島（宝島）」 
7/25　 ブライトTC 
8/28-29 グローバルアリーナ合宿 
9/26　 桧原運動公園 

江口 勝眞  
092-566-0885

藤井 哲夫 
092-566-0871

佐藤 直之  
092-565-2378

野田 弘信  
092-566-6134

クラブ名 連絡先 予定行事 

パソコン 

生涯学習 
コーナー 

7/18　 シネマ講座 
　　　　「アバウト・シュミット」 

7/24　 ☆ワード、エクセル 
　　　　　初級　　春日寮 

カメラ 
7/20    例会 
8/11 　夏の撮影会 
9/21    例会 

柴田 恭輔 
092-807-1819

木村 健一  
092-573-0210

松九会事務所 
092-512-9592

　自宅で、街中で…突然、人が倒れたらみなさんどうされますか？
日本では、交通事故での死者数の3～4倍もの人が病院外で心停
止を起こしており、決して他人事ではありません。緊急時の対処
方法を知り、いざという時に備えませんか。 

肩をたたき、声をかける「大丈夫ですか？」 

心臓停止後約3分、呼吸停止後約10分で、死亡率が50％といわれています。し
かし救急車到着までは、平均5～6分。1秒でも早く手当を開始することが、救命
率を高めます。そのためには日頃から、人工呼吸や心臓マッサージなどを学
び、救急車が到着するまでに早急な手当を開始することが望まれます。 

呼吸や脈が停止した傷病者の心電図を自動解析し、電気
ショックが必要な場合に音声などの指示により実施す
る、安全性の高い機器です。2004年7月から、救命の現
場に居合わせた一般人の使用も可能になり、現在、駅や
スタジアムなどの公共施設、商業施設など大勢の人が集
まる場所への設置が進んでいます。 

日常生活では様々なアクシデントが襲ってきます。 
身近で簡単な応急手当を知っておくと、いざというとき安心です。 

＊頭を後ろにそらせると、血液が喉に回り、
苦しくなったり、飲み込んで気分を悪くする
ことがあるので、上を向かない。 

 

 

首の頚動脈（右写真参照）を軽く圧迫し、脈
があるかを感じる 

頬を相手の口と鼻に近づける。吐く息を頬
に感じるか、呼吸音が聞こえるか、また胸
や腹が動くかをみる 

名前、住所 
倒れている人の状態 

左記の確認とともに… 

助けを呼ぶ 
119番通報 

倒れている人をみたら、まず… 

早急な手当が大切 

身近な応急手当 

AED(自動体外式除細動器)をご存知ですか？ 

私
の
健
康
法
 

★ 
★ 

★ 
★ 

小
川
洋
さ
ん
　
福
岡
／
中
地
区
 

愛犬との散歩で健康増進 

松
下
グ
ル
ー
プ
Ｏ
Ｂ
会
 

　
　
　
　
　
　
連
絡
会
議
 

連絡会議 

                      　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

             　
 

         　
5
月
19
日
、
天
候
は
渓
谷
撮
影
に

絶
好
条
件
の
薄
曇
り
・
時
折
の
日
差

し
。
午
前
10
時
前
に
到
着
し
た
我
々

は
早
速
カ
メ
ラ
と
三
脚
を
取
り
出
し
、

先
ず
は
午
前
の
光
で
新
緑
の
逆
光
撮

影
が
狙
え
る
渓
谷
の
左
岸
を
上
り
、

約
1
km
上
流
か
ら
右
岸
へ
移
っ
て
今

度
は
渓
流
の
順
光
撮
影
を
し
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
地
点
へ
撮
り
下
り
、
往
復

2
km
の
撮
影
に
4
時
間
を
掛
け
、
遠

景
の
新
緑
、
中
景
の
滝
、
近
景
の
渓

流
、
足
元
の
浅
流
と
苔
や
落
ち
葉
な

ど
会
員
夫
々
の
視
点
で
ジ
ッ
ク
リ
、

し
つ
こ
く
、
熱
心
に
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
覗
き
続
け
た
。
昼
食
は
午
後
2
時

過
ぎ
か
ら
と
な
り
、
食
後
は
渓
谷
を

右
岸
か
ら
左
岸
へ
逆
に
回
っ
て
朝
と

は
違
う
光
と
景
色
の
見
え
方
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
歩
き
17
時
頃
に
撮
影
会

を
終
了
し
た
。
 

　
6
月
例
会
に
出
て
く
る
各
会
員
の

作
品
が
楽
し
み
で
あ
る
。
 

（
掲
載
の
写
真
は
、
明
る
め
の
露
出
と
長
め
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
速
度
で
春
の
柔
ら
か
な
新
緑
と
渓
流
を
ソ

フ
ト
に
表
現
し
て
み
た
。
）
H
P
で
ご
覧
下
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柴
田
恭
輔
）
 

    　
私
の
健
康
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
は
、
早
寝
・
早
起
き
と
適
度
な
運

動
で
す
。
 

　
そ
の
一
環
と
し
て
毎
日
散
歩
を
し

て
い
ま
す
。
朝
は
5
時
半
に
起
床
、

愛
犬
と
一
緒
に
30
分
、
夕
方
も
30
分
、

土
曜
・
日
曜
は
1
時
間
実
行
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
し
ま

し
た
が
、
体
調
が
悪
い
と
「
今
日
は

止
め
よ
う
」
と
勝
手
に
判
断
し
て
3

日
坊
主
で
終
わ
り
ま
し
た
。
 

　
そ
れ
が
愛
犬
と
散
歩
す
る
と
、
彼

に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
は
ダ
メ
だ
と

思
う
責
任
感
か
ら
長
続
き
し
ま
す
。

3
日
坊
主
に
は
な
り
ま
せ
ん
！
 

　
　
　
　
（
小
野
雄
史
レ
ポ
ー
タ
ー
）
 

                       　
5
月
7
日
、
松
下
グ
ル
ー
プ
Ｏ
Ｂ

会
連
絡
会
議
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ウ
ル
ー
ム
福
岡
（
元
松
下
電

工
シ
ョ
ウ
ル
ー
ム
）
で
行
わ
れ
た
。

松
九
会
の
太
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き

松
愛
会
（
松
下
電
器
）
、
松
寿
会
（
松

下
電
工
）
、
松
寿
会
（
松
下
エ
コ
シ

ス
テ
ム
）
、
松
友
会
（
松
下
冷
機
）
、

松
九
会
の
今
年
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
。
 

　
今
年
は
松
愛
会
の
„
地
球
温
暖
化

防
止
“
の
活
動
報
告
が
興
味
深
い
内

容
と
な
っ
た
。
ま
た
松
九
会
の
„
年

会
費
の
払
い
込
み
を
郵
便
局
口
座
に

変
更
す
る
件
“
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
質
問
が
出
さ
れ
て
い
た
。
 

          　
 

                        

写
真
 

渓谷春景 

                      （
会
員
や
ご
家
族
か
ら
の
ご
辞
退
申
し
出
を
除
き
掲
載
し
ま
す
） 

  
【
古
希
】昭
和
12
年
生
ま
れ
 

羽
根
信
夫
　（
佐
賀
）　
　
　
6
.
10
 

水
野
浩
二
　（
福
岡
／
南
）　
6
.
13
 

小
林
三
徳
　（
熊
本
）　
　
　
6
.
27
 

佐
藤
　
護
　（
福
岡
／
南
）　
7
.
20
 

中
野
　
顕
　（
福
岡
／
中
）　
7
.
23
 

  　
　
 

日
下
部
辰
美
（
P
F
S
C
鳥
栖
）福
岡
／
南
 

石
橋
英
雄
　
（
P
F
S
C
鳥
栖
）福
岡
／
南
 

塚
田
敏
之
　（
松
下
電
工
）福
岡
／
西
 

 岡
村
　
茂
　（
P
F
S
C
鳥
栖
）佐
賀
 

森
永
正
行
　（
人
事
グ
ル
ー
プ
）佐
賀
 

  阪
本
定
男
　（
福
岡
／
西
）　
4
.
17
 

小
松
　
功
　（
福
岡
／
西
）　
5
.
9
 

小
宮
一
郎
　（
福
岡
／
中
）　
5
.
9
 

●鼻血が出た！ 
座って軽く下を向き、鼻を強くつまむ 

●やけどをした！ 

＊水ぶくれは破らない 
＊衣類を着ている場合は、その上から冷やす 

1.水道水ですぐに冷やす 
2.清潔なガーゼなどで覆う 

脈があるか確認 

呼吸があるか確認 

意識があるか確認 


